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Métier of the Clinical Philosophy

　特集１

分分散する臨床する臨床哲学学
　　臨床哲学の授業から　　

　臨床哲学研究室では、毎年金曜日６限（18:30－20:00）に「臨床哲学講義・演習」を開講して

いる。1998年の初めての開講以来、ケアと教育がこの授業の二つの主軸となるテーマであったが、

一昨年度より受講者の多様なニーズに機敏に応える新しい試みとして、月に１・２度受講者全員が

一同に会して一つのテーマについて発表・討論を行う「全体会」と、受講者が幾つかのグループに

分散し、問題やテーマについて継続して個別に議論や学習会を行う「分科会」とを分け、両者を併

用することになった。全体会と各分科会の内容はプロトコルとして逐次この授業のために開設され

たメーリングリストにて報告され、受講者全員がすべての分科会の進行状態について情報を得るこ

とができるようになっている。

　昨年度は従来取り組んできたテーマが継続され、教育とケアとがやはり中心であったが、今年度

１学期より、新たなテーマを入れて4つの分科会が組織された。「カウンセリングと問い」、「終末期

ケアの倫理問題」、「職場教育」、「高校での哲学教育」の４つのテーマのもとにメンバーが適宜わか

れることで、参加者一人ひとりの興味・関心に応じた（その意味で分散した）探求を進めてきた。現

在２学期になり、うち２つが継続され、さらに、「臨床コミュニケーション」と「ケアと“傷”」の

２つの分科会が新たに組織された。

　今回は、現在の臨床哲学の〈生〉の声を伝えるべく、このうちの４つの分科会の取りまとめを「現

場報告」のかたちでお伝えする。（「高校での哲学教育」グループは次号メチエで特集を組む予定。）

報告を寄せていただいた参加者の面々は、研究室の教員・院生・ＯＢに限らず、会社員・主婦など

多岐にわたっている。それぞれが奏でる声の多層性のうちに（よく言えば(^_^;) ）、現在の臨床哲学

の右往左往ぶりをご笑覧ください。




